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(1) 3点の座標 (x1, y1), (x2, y2), (x3, y3)を指定
する方法と，
(2) 3辺の長さ a, b, cを指定する方法
の２つが取り上げられます。
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(a, b, c), 0 < a ≤ b ≤ c < a+ b










すること。記号では T  I で表す）と慎重に表現されて
います。
•直角三角形の考察をしましょう。直角三角形も三角
形ですからタグ (a, b, c)がついていますが，直角三角形
だから「等式」a2 + b2 = c2 を満たします（なお，この

















T  I = { (a, b, c) | 0 < a ≤ b ≤ c < a+ b },
R  E = { (a, b, c) | 0 < a ≤ b ≤ c = √a2 + b2 }
であることを再確認して，一挙に核心に迫りましょう。
•三角形のタグの中に赤い印の正三角形のタグは「ど
れくらい」あるでしょうか？ 先生はタグの集合 I と E
を「視覚化する」ことによって比較しようとします。
視覚化とは図に示すこと，ここではタグ (a, b, c)を 3次
元空間の 1点と考えることです。これは専門家には常套
手段ですが，「三角形を点に変える手品」のようで，健全な
常識人には受け入れ難いものです。そこで座標に (x, y, z)
という文字を使う習慣をバックに，3辺の長さ (a, b, c)を
座標 (x, y, z)と読み直すと言ってみましょう。でも視覚
化のためにもう一段抽象度を高めたのでした。
こうして，三角形のタグ全体 I の姿は原文の図 3にお
いて三角錐で示されます。その中に直角三角形のタグ全
体 E は原文図 7で厚みのない膜（円錐面の一部）で描か
れています。「次元」という用語を使うと I は 3次元，E














0 < x, y
x ≤ y
y ≤ 5






















































•前のページの図に戻りますが，集合 I や E を視覚化


















界 B̂Pと PRは領域 [PBR]に含まれます。









対応します。領域 [PBR]の面積は (pi/6 − √3/4) c2，円
弧 B̂Qの長さは pi c/4 です（cの次数が次元を表す）。
•最後に，自分勝手な連想を加えます。原文には，三
角形の 3頂点は特定の平面上に限らず，3次元空間内の 3
点でも基本的な考え方は変わらない，と書かれています
（[1] 3.2節の注）。そのことから，空想が膨らみます。
偉大なドイツの数学者ガウス（1777–1855）は，地上の
大きな三角形（ブロッケン山など 3つの山頂を結ぶ）を
相手に，その三角形の内角の和を測定して 180◦と比較す
ることを試みました。空間の歪みを測ろうとしたのです。
当時の測定精度が十分でなかったので残念ながら何の結
論も得られなかったそうです。
広大な宇宙に目を転じましょう。冬の大三角形と言え
ば，おおいぬ座のシリウス，こいぬ座のプロキオン，オ
リオン座のべテルギウスの３つの星を結ぶ夜空の三角形
です。この三角形は直角三角形でしょうか？
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空間にあるので 3つの星が決める平面は地球からは傾
いて見えますから，見かけでは何とも結論できません。
◦ この三角形を「コンピュータに与える」ことが
できるでしょうか？
◦ 3頂点の座標は分かるでしょうか？
◦ 3辺の長さは分かるでしょうか？
◦ もし分かったとして，青木アルゴリズムで直角
三角形かどうかを判定できるでしょうか？
◦ 宇宙が歪んでいるとしたらどうなるでしょうか？
青木先生の論文はこのように連想が広がって行く素晴
らしさをもっています。
面白い論文をどうもありがとうございました。
皆さんにはぜひ一読されることをお薦めします。
（学部の論集は本学図書館に収納されています。）
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